
2024年度春季短期プログラム
NZ語学＆ファームステイ

グローバル教育院



派遣先：ニュージーランド

プログラム実施時の時差は4時間
東京→オークランドは飛行機で約11時間
オークランド→クライストチャーチは
約1.5時間

自然を守り、原発も火力発電も
ないサステイナビリティ先進国



主な研修目的
１）実践的なコミュニケーションができる英語力を高める
２）ファーム体験を通じて経営やIT農業等の専門知識を習得する
３）多文化共生の視点から平和や地球環境との共存を考える
４）NZの歴史や産業及びNZ国民の国への思いなどを学ぶことで、

日本への振り返りや関心を深める
５）長期留学や将来的な研究の海外展開へのステップとする



プログラム概要
【日程】2025 年2 月15 日（土）～3月4日（火） 18日間
【対象】全学部生（10～20名）
【費用】約66万円（要件を満たした場合は奨学金70,000円の支給あり）

（2/16朝昼、3/2以降を除く全食付き）※2/22-23オプションツアー（テカポ・Mt.クック）は別途30,000円程度
その他自分で用意すべき費用：海外保険料、日本国内の交通費、小遣い等
*為替レートや燃料サーチャージ等の影響で変動もあり得る

【内容】クライストチャーチ
リンカーン大学英語研修（2/17～2/24）ホームステイ（2/16～2/23）
ファーム研修（2/24～3/1）ファームステイ

オークランド（3/2～3/4) オークランドのホテル2泊
【単位認定】農学部/工学部特別講義（１単位）
※ 現地事情に精通した HIS 現地支店のサポートがあるため、飛行機の遅延や疾病、非常事態
への対応が万全



リンカーン大学 Lincoln University
＜研修先＞ Lincoln University
・1878年創立、クライストチャーチ郊外に位置する国立大学
・農学や農業ビジネス、ワイン醸造、環境、社会、デザイン、バイオ
テクノロジーなどの分野が強い
・2023年QS World University RankingsでNZ第7位
＜内容＞
・教科書は使わず、英語で考えを発展させて議論やフィードバックを
できるように特訓するプログラム
・文法や構文よりも、コミュニケーションの強化を重視
・参加者の専攻分野に合わせた内容も提供
・授業は1日6時間（最終日は5時間）×4日間
・フェアウェルパーティー・修了式
※ホームステイ先（同性2人一組）からバスで通う



ファーム研修
＜場所＞ ラカイア地区（クライストチャーチから車で約1時間）

＜内容＞ 牛や動物のコントロール（感染対策に
より直接触れることはない）や清掃、農場で収穫
や農作物の手入れ等
• Health & Safetyが受入側ファーム（及びNZ教

育観光）の基本
• ホストの車で牧場まで通う
• 同性2～４人一組でファームにステイ
※広大な土地で牛舎がなく、温暖で質の良い永年牧草地を利用
した循環型の農業と低コスト経営がNZファームの特徴。
※ビジネスモデルとして、①順調な世代交代（人気職種で若者
が借地にて技術や知識を取得した後に低コストで受け継がれ
る）、②IT農業が注目される。



異文化洞察 (3/1など）
他民族が共存する都市クライストチャーチにて
多文化共存を考える
＜自ら巡る見学先一例＞
・アルノールモスク（2019年に銃乱射があった場所）：多
文化共存や銃規制の取り組み
・カードボード大聖堂（ブリッカー賞受賞の坂茂氏による紙
のドーム）：新しい建築の形と日本の関わり
・クライストチャーチ大聖堂（修復中）：2011年ク
ライストチャーチ地震の爪痕と復興を知る
・エイボン川沿いにある白い壁（東日本大震災の17日前
に起きた地震で亡くなられた185人を追悼）
・カンタベリー博物館：開拓、マオリ、欧州から
の移民、南極、日本との関わりなどを学ぶ
・クライストチャーチアートセンター：イギリス
らしい建物を観察



異文化洞察 (3/2-3）
オークランドにて多文化共存を考える
＜自ら巡る見学先一例＞
• スカイタワー：アトラクション満載でたっぷり遊べるオー

クランドのランドマーク
• マウント・イーデン：オークランドの街を一望できる展望

スポット
• オークランド動物園：緑豊かな園内でニュージーランドな

らではの動物を観察
• オークランド・ドメイン：丘一面に広がる芝生が美しい！

オークランド最大級の公園を散策
• デボンポート：お手軽ハイキングも楽しめるノスタルジッ

クな港町
• オークランド戦争記念博物館：マオリ文化に興味がある人

は必訪なニュージーランド最古の博物館



自然体験と自然保護（オプションツアー）

＜テカポ湖＋マウントクック＞ （2/22-2/23）
・自然保護区としての国や地域の取り組みを学ぶ
・テカポは星空保護区となっている
・ミルキーブルーの湖に、善き羊飼いの教会が見所
・名物のサーモンは、北欧から仕入れたものを氷河が溶けた冷た
い水で養殖するため脂が乗っており、地元の貴重な資源
・マウントクック（アオラキ：雲を突き抜ける山）はオセアニア
最高峰（3,724メートル）で氷河がある
・フッカーバレーを散策したり、ハミテージホテルのカフェを楽
しめ、そこからの景観は圧巻
・雄大な自然の中での旅を通して、世界各地からの旅人との出会
うことで、五感を磨き人としての豊かな感受性を養う



応募資格：
① 全学部生
② 英語力：中級（CEFR B1）以上
      （TOEFL iBT65-、英検2級以上 etc.）
③ 事前事後研修・報告会に参加できること
④ 帰国後、バディ活動等に協力する意思があること
※ 動物アレルギー、藁、激しい花粉、粉塵アレルギーの学生は参加は難しい
※犬・猫はほとんどの家にいる
※ ファームでは動物の臭いもあり
※ 蛇や熊、毒蜘蛛などの危険動物は生息せず、ゴキブリや蚊なども訪問地にはほぼいないため、

 野外活動や生活における動物の害からは安全
※ 夏の水辺にはサンドフライというハエの一種が発生するので、虫除け・虫刺され対策が必要

選考基準：
① 応募資格を満たしていること
② 学力、語学力、申請書、面接の内容に基づいて総合的に評価



• 応募締切： 11月5日（火） 16：00
• 面接選考日： 11月11日（月）～15日（金）昼休み

もっと詳しく知りたい方へ
説明会

10/3（木）12:10-12:50 Zoomオンライン
10/15（火）12:10-12:50 小金井L1341講義室
10/17（木）12:10-12:50 府中1講23教室

問合せ先：
グローバル教育院 横森佳世准教授
農学部本館1階GIO、yokomorikayo@go.tuat.ac.jp

迷ったら、
まずはご相
談ください


